Colors of the Four Pillars at the Sumo Ring by 根間 弘海
明治時代の四本柱の四色 































は『相撲家伝鈔』（正徳 4 年）がある。その他には『古今相撲大全』（宝暦 13 年）、『相
撲伝秘書』（安永 5 年）、『大相撲評判記』（天保 7 年）などにも四本柱の故実が記述さ
れている。その故実が今日まで生きていると言ってよい。よく指摘されることだが、
江戸時代の勧進相撲でもずっと四色の四本柱が使われていたわけではない。 
















































錦絵の届け日は明治 5 年 3 月だが、番付は明治 6 年 4 月に近い。 
                                                          




















〔 146 〕 











この番付は 1 月場所に準じている。 
 














この番付は明治 8 年 5 月に一致する。 




〔 147 〕 
(7) 錦絵「大相撲引分之図」、明治 9 年 4 月、国明筆、学研『大相撲』（p.142）10。 
境川と梅ケ谷の取組。1 本の柱は緑色。もう 1 本の色は不明。他
の 2 本は描かれていない。四本柱は四色として推定。水引幕は描か
れていない。式守鬼一郎は紅白房で、草履を履かず、足袋だけで、
帯刀している11。境川は明治 9 年 12 月に横綱になり、明治 14 年 1
月に引退している。 
 














                                                          
10 同じ画題「大相撲引分之図」で異なる錦絵があるが、力士は梅ケ谷と西ノ海である。
届け日も同じ明治 9 年 4 月で、行司も式守鬼一郎である。要するに、力士だけを変え
て描いている。この錦絵は力士名から明治 10 年代後半のものである。もちろん、四本
柱は四色として判断できる。因みに、梅ケ谷の最終場所は明治 18 年夏場所であり、庄
三郎（4 代）は明治 18 年 1 月まで名乗っていた。西ノ海は明治 15 年春場所、「幕内」
につけだされている。梅ケ谷と西ノ海の取組は調べていないが、この錦絵の登場人物
の背景を見る限り、事実を描いていないようだ。 













(1) 錦絵「境川横綱土俵入之図」、明治 11 年 4 月、国明筆、出版人・山本与
市、私蔵13。 




然。庄五郎は明治 11 年 4 月当時、紫房でもなかったし、草履を履
いていなかった。この錦絵を取り上げたのは、明治 11 年 4 月当時、
四本柱が四色だったことを示すためである。 
(2) 錦絵「境川横綱土俵入之図」、明治 11 年 4 月、国明画、私蔵。 




                                                          
12 横綱境川の在位期間は明治 10 年 2 月から明治 14 年 1 月である。しかし、不思議な
ことに、錦絵の届け日はほとんど明治 11 年となっている。明治 12 年から明治 13 年
の届け日が記された錦絵はあまり見られない。これには何か原因があるはずだが、そ









〔 149 〕 
(3) 錦絵「境川横綱土俵入之図」、明治 11 年 4 月、国明筆、私蔵。 




(4) 錦絵「境川横綱土俵入之図」、明治 11 年 4 月、国明筆、学研『大相撲』
（pp.142-3）。 




(5) 錦絵「勧進大相撲取組之図」、明治 11 年 5 月、国明筆、私蔵。 











この錦絵は届け日が明治 13 年 5 月となっているが、番付は明治
14 年 5 月である。 
(7) 錦絵「勧進大相撲取組之図」、明治 13 年 5 月、国利画、出版人・井上茂
兵エ、私蔵。 
白色が 2 本。赤と黒が 1 本ずつ。四本柱は四色として推定。水引
幕はあるが、揚巻はない。取組んでいる力士名と裁いている行司名





この錦絵の届日は明治 13 年 5 月となっているが、上部の番付に
記載されている力士名を見る限り、明治 15 年 1 月場所である15。届
け日が明治 13 年 5 月で、別の錦絵があるかもしれない。いずれに
しても、明治 13 年か明治 15 年頃には四本柱は四色である。 
 
(8) 錦絵「勧進大相撲繁盛之図」、明治 15 年 1 月、『昭和大相撲史』の口絵。 
















                                                          
15 錦絵の力士が明治 15 年 1 月に準じしていることから、それを明治 13 年 1 月のもの
として扱うのには不適切かもしれない。錦絵にはときどき届け日と力士名が一致しな
いことがある。そのような場合には、おそらく、届け日に発行された錦絵があるはず
だ。すなわち、同じ届け日で 2 つの異なる錦絵があることになる。 
明治時代の四本柱の四色 
〔 151 〕 















明治 16 年 1 月場所である。 
 




式守伊之助は明治 16 年 8 月に亡くなっているが、式守与太夫は春
場所では遠慮して、短刀を差さなかったかもしれない。式守与太夫
が 8 代式守伊之助を継いだのは、明治 17 年 5 月場所である。しか
し、草履を履いていないのはなぜなのか、はっきりしない。 
 
(14) 錦絵「勧進大相撲取組之図」、明治 17 年 5 月、国明筆、私蔵。 
                                                          
16 錦絵の番付から明治 16 年 1 月としたが、正確な年月は定かでない。 
17 この錦絵は明治 17 年 5 月場所を迎える前に描かれている可能性がある。5 月場所を
描いているとすれば、草履を履き、短刀を差しているはずだからである。 






(15) 錦絵「梅ケ谷横綱土俵入之図」、明治 17 年 5 月18、国明画、大谷孝吉
コレクション『相撲浮世絵』（p.83）。 









この錦絵は御届明治 16 年 1 月となっているが、番付は明治 17 年
5 月である。 
 
(17) 錦絵「大相撲弓取之図」、明治 18 年 1 月、「新版相撲つくし」の一コ
マ、出版人・小森宗次郎、私蔵。 
緑柱が 1 本。他の 3 本とも描かれているが、上部の色は不明。四
本柱は四色として推定。水引幕はない。 
 
(18) 錦絵「大相撲興行繁盛之図」、明治 18 年 5 月、国利画、山室所蔵。 
剣山と高千穂の取組。緑柱と黒柱が 1 本ずつ。他の 2 本も描かれ
                                                          
18 横綱梅ケ谷の在位期間は明治 17 年 3 月から明治 18 年 11 月である。明治 17 年 3
月の天覧相撲に合わせて梅ケ谷に横綱免許が授与されている。次の横綱は西ノ海だが、































4. 明治 20 年から明治 29 年までの四本柱 
 
 この期間には文字資料がこれまでより増えているが、すべてが四本柱の四
































〔 155 〕 
 次に見るように、四本柱の色に関する記述は、江戸時代に書かれた写本の
記述とよく似ている。 




















































 明治 20 年から 29 年の間に描かれた錦絵はたくさんあるが、実際に確認で
きたものを次に示す。 
(1) 錦絵「阿州剣山谷右衛門」（一人姿）、明治 20 年 1 月、山室所蔵。 
緑の柱が 1 本で、他の 3 本は描かれていない。四本柱は四色とし
て推定。水引幕はない。 




〔 157 〕 






(3) 錦絵「顔触れ之図」、明治 21 年、国明画、山室所蔵。 




(4) 錦絵「西ノ海横綱土俵入」、明治 23 年20、春宣筆、山室所蔵21。 
















                                                          
20 横綱西ノ海の在位期間は明治 23 年 3 月から明治 29 年 1 月までである。 
21 白黒の錦絵は酒井著『日本相撲史（中）』（p.118）にもある。 
〔 158 〕 
(7) 錦絵「西ノ海横綱土俵入之図」、明治 25 年 5 月、春宣筆、私蔵。 




(8) 錦絵「小錦と朝汐の取組」、明治 25 年 7 月、春斎筆、山室所蔵。 




(9) 錦絵「相撲弓取之図」、明治 26 年 3 月、『江戸・明治・大正 大相撲グ
ラフィティー』（p.26）。 























届け日は明治 27 年 5 月となっているが、番付によると明治 28 年
6 月である。 
 











この錦絵の届日は明治 29 年 1 月となっているが、番付は明治 28
年 6 月である。 
 
(15) 錦絵「小錦横綱土俵入之図」、明治 29 年24、春斎筆、『図録「日本相撲
史」総覧』（pp.42-3）。 




                                                          
22 白黒印刷の錦絵は『大相撲人物大事典』（p.32）でも見られる。 
23 この錦絵が明治 28 年頃に描かれていれば、一学は十両格か幕内格である。一学は
その頃兵役中だった。これに関しては、拙稿「明治 30 年以降の番付と房の色」（2009）
でも少し述べてある。 
24 横綱小錦の在位期間は明治 29 年 3 月から明治 34 年 1 月までである。 
〔 160 〕 



































































































































治 44 年当時の柱の色が四色だったことも認識していたに違いない。明治 42
年 6 月の国技館開館以来、四本柱は四色だと認知されるようになっている。 
 明治 30 年から明治 45 年までに描かれている錦絵を調べても、四本柱は四
色である。明治 40 年代の錦絵についてはあまり注意しなかった。というの
〔 164 〕 
は、本稿では、明治 30 年代の錦絵で色を確認できれば、40 年代は自然にそ
の流れにあったと判断しているからである。 
(1) 錦図「相撲の図」、明治 30 年 3 月、『角力新報』の口絵。 
四本柱は四色。揚巻は 2 本とも赤色。他の 2 本は描かれていない。
絵図全体は 7 コマ構成で、「相撲の図」はその一コマ。櫓下の広告
は明治 30 年 1 月場所になっている。 
 















(5) 錦絵「大砲横綱土俵入之図」、明治 34 年 4 月～明治 38 年 5 月27、玉波
画。学研『大相撲』（pp.166-7）。 
露払い・松ケ関、太刀持ち・荒岩。緑の柱が 1 本だけ。他の 3 本
                                                          
27 横綱大砲の在位期間は明治 34 年 4 月から明治 41 年 1 月までだが、この錦絵がいつ
描かれたかは分からない。露払い・松ケ関の最終場所が明治 38 年 5 月までなので、そ
れ以前に描かれているに違いない。因みに、太刀持ち・荒岩の最終場所は明治 42 年 1
月場所である。 
明治時代の四本柱の四色 










(7) 錦絵「常陸山横綱土俵入之図」、明治 36 年28、玉波画、『江戸・明治・大
正 大相撲グラフィティー』（p.28）。 




(8) 錦絵「常陸山横綱土俵入之図」、明治 37 年、玉波筆、境市博物館編『相
撲の歴史』（p.78）。 




(9) 錦絵「大砲横綱土俵入之図」、明治 38 年 5 月、玉波画、『江戸・明治・
大正 大相撲グラフィティー』（p.29）。 





                                                          
28 横綱常陸山の在位期間は明治 36 年 6 月から大正 3 年 5 月である。 
〔 166 〕 
(10) 錦絵「勧進大相撲土俵入之図」、明治 38 年 5 月、玉波画、私蔵。 




届け日は明治 38 年 5 月となっているが、番付は明治 39 年 1 月に
準じている。両国が稲川より下位になっている。 
 











明治 39 年 1 月である。 
 
(13) 錦絵「相撲取組之図」、明治 39 年 7 月、玉波画、私蔵。 





この錦絵は明治 38 年 5 月以前に描かれた可能性がある。という
                                                          
29 横綱梅ケ谷の在位期間は明治 36 年 6 月から大正 4 年 6 月までである。 
明治時代の四本柱の四色 
〔 167 〕 
のは、明治 38 年 5 月に庄三郎は紫白房を許されているが、錦絵で
は朱房で描かれているからである。この番付は花相撲のものらしい。 
 




















 明治 17 年の天覧相撲の四本柱は紅白色である。 




                                                          
30 学研『大相撲』（p.263）の錦絵では緑柱の色が鮮明でないが、他の本の絵図から「緑」
が確認できる。国技館開館の土俵を描いた錦絵は多くの本に掲載されている。 
〔 168 〕 
























(6) 錦絵「華族會舘角觝之図」、明治 20 年 2 月、国明画、山室所蔵33。 
大達と剣山の取組。紅白柱。水引幕は赤で、揚巻はない。庄之助
                                                          
31 白黒の錦絵は酒井著『日本相撲史（中）』（p.70）にもある。 
32 梅ケ谷横綱土俵入りを描いた錦絵はいくつかあるが、その一つが画題「延遼舘天覧











(1) 錦絵「弥生社天覧相撲」、明治 21 年 1 月、国明画、私蔵34。 
海山と西ノ海の取組。四本柱は赤一色。揚巻の代わりに、紙幣が
前方に 5 本垂れている。伊之助は烏帽子で、帯刀。 
 












(1) 錦絵「豊歳御代之栄」、明治 14 年 5 月、山室所蔵36。 
梅ケ谷と若島の取組。四本柱は四色。水引幕は紫。庄之助は紫房
で、帯剣していない。この錦絵は明治 14 年 5 月 9 日、島津公別邸
で行なわれた天覧相撲の取組を描いたものである（酒井著『日本相
撲史（中）』（p.56））。 
                                                          
34 白黒の錦絵は酒井著『日本相撲史（中）』（p.92）にもある。 
35 同じ相撲の錦絵が別名「靖国神社臨時大祭之図」（明治 28 年 11 月）となっている。 
36 白黒の錦絵は酒井著『日本相撲史（中）』（p.57）にもある。 
〔 170 〕 




























                                                          
37 正確な年月は定かでないが、取組んでいる力士と国明の活躍時期から明治 17 年頃
と推測している。 
明治時代の四本柱の四色 
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